
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

港区の歴史 

 

もともと港区はほとんどが海でした。 

1640年、東福田新田から港区の干拓が始ま

りました。その後、茶屋新田（1663年開始）、

熱田前新田（1800年開始）の干拓が行われま

した。 

1907年（明治 40年）に、その後の港区の

発展を支える名古屋港が開港しました。 

1937年（昭和 12年）に日本初の国際的博

覧会である名古屋汎太平洋平和博覧会が開催

され、同年、港区が誕生しました。 

1955年（昭和 30年）に南陽町を港区に編

入し、現在の区域がおおよそ形成されました。 

港区の歴史 

 

ひとくちメモ               

 尾張藩 9代藩主・徳川宗睦に仕え、熱田奉行

等を務めました。熱田前新田の功労者として有

名ですが、窯業開発の功労者でもあります。瀬

戸陶磁器の完成に尽力し、中部地方特産品とし

ての発展の基礎を築きました。 

津金文左衛門ってどんな人？ 

 

ひとくちメモ                 

当初は困難を極めた熱田港（現在の名古屋港）の

築港工事でしたが、奥田助七郎が入港させ 

た「ろせった丸」は、世論の注目を集め、 

一気に築港のムードを盛り上げました。 

ろせった丸の果たした役割とは？ 

 

ひとくちメモ                 

 港区役所前にある「平和橋」は、博覧会名にちな

んで名付けられ、港区内で博覧会の跡をとどめる唯

一の建造物とされています。 

現存する平和のシンボル 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（名古屋市暮らしの便利帳より抜粋） 

 
  

 

1946年 

1955年 

1959年 

1973年 

1989年 

1992年 

2002年 

2004年 

2011年 

2017年 

 

 

（昭和 21年） 

（昭和 30年） 

（昭和 34年） 

（昭和 48年） 

（平成元年） 

（平成 4年） 

（平成 14年） 

（平成 16年） 

（平成 23年） 

（平成 29年） 

 

 

みなと祭が始まる 

南陽町を港区に編入 

伊勢湾台風が襲来 

名古屋市国際展示場開館 

世界デザイン博開催 

名古屋港水族館開館 

藤前干潟がラムサール条約に登録 

あおなみ線開通 

リニア・鉄道館開館 

レゴランド開園 

第 2次世界大戦後の年表 

 

ひとくちメモ               

名古屋港の夏の風物詩である「みなと祭」は、

第 2時世界大戦後の 1946年（昭和 21年）に

「名古屋復興祭協賛みなと祭」をきっかけにし

て始まりました。この祭には地元が参加して復

興にまい進する心意気を示しました。 

始まりは復興祭 

 

ひとくちメモ                

 名古屋港会場は「楽しさへの旅立ち」がテーマ

でした。開催を機に出された「デザイン 

都市宣言」を核として、今日の名古屋 

のまちづくりが進められています。 

デザイン都市なごやへの飛翔 


